










合理化 ・迅速化・ 省力化を図り，その分，学生 ・教員への極細かなサービスの向上を目指している。 一












る。 しか し， 事務分野でのコ ン
ピュータ利用は， 一般企業に比較す





;干ミ忌 ょλ巳 業 私立短大昭和58年度 昭和60年度 昭和58年度
iノ携、i帯rへ型)¥;コドツコピツよド二寸-タ?) 9.6(%) 16.7 (%) 
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大型コンピュータ 9.7(%) 
(主ソヨレコザユず) 37.8 63.0 
(註ソ駕レコ会fユず) 20. 7 75.1 91. 1 
ぬフイ条コ ン者 ユ-M 31. 6 37.0 
出フィ元コン新ユ-M 12.3 36.8 45.1 
日本語ワー ドプロセッサ 85.2 94. 7 58.1 
調 査 対 象 : 1部.n部上場企業1，715社 438校

















表2 入学願書処理の能率状況 表3 合格発表業務の能率状況
従 来 ~ 入 回 従来 今回
(1)動員数 臨時事務局 臨時事務局
(願書処理) 他に (45名) (36名)
総務， 学生，経理，
就職，工学，銀行
(1)動員数 l学科 5名 1学科 2名
例 (野田校舎 本部 6名 本部 5名
理工学部) 計 53名 計 25名
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は， 必要な条件を漏らさず聞いておく 。そのためには，(1){1可のために (2)担当者はだれか (3){可時 (4) 












































































くなるのではないか。 5.今さら新しいことは習いたく ない。 等，禄々な理由により， 積極的な協力が
得られない場合が多い。一般的に，人は永年の習慣は変えたがらないし，新しいものに対して不安感を


























































































1 )昭和60年度OA白書 わが国企業におけるOA機器の普及状況調査報告書 社団法人日本経営協
会編
2 )全国私立短期大学協会 昭和58年度事務能率化についての調査結果
3 )学校事務の効率化を求めて 昭和61年学校OAフェア (主催日本経営協会)ガイ ドブック
4 )事務分析の実務 島田清一著
